




川路さんの インタビューインタビュー
こぼれ話こぼれ話

仲間と夜釣りを楽しむはずが、
テントは飛ばされ、１人は行方不明？？

20代後半の若かりし頃は釣りが好きで、仲間とよく釣りに出かけていました。そ
の日も５名で夜釣りに出ましたが、あまりにも釣れず、「泳ごうや」と話をしてい
た矢先のことです。台風接近を知らず、急に暴風が吹き荒れて、２つのテントが
「ぶっ飛んで」いきました……。仕方なく、テントは明日探すことにして、お酒を飲
むことに。しかも、しばらくしたところで１人が見当たりません。「溺れたんちゃう
か」と探し回りましたが、結局酔っ払いすぎて茂みで倒れていました（笑）翌日に
はすっかり台風も過ぎ去っていましたが、全員疲れて昼まで寝ていたことは言う
までもありません。どこで寝ていたかって？途中までは近くの公園にある「あずま
屋」にいましたが、最終的には車に避難しました！（汗）

「今や！作業のチャンスや！飛び込んでくれ！」
工事部で統括をされている中村さんは、とてもユーモラスな方です。夏の暑い
日の作業中に、「太陽が出ているし、今は水もキレイだから飛び込んでくれ！」と
言われました。これは仕事だと割り切って、どこか「ほんまかな？」という疑念はあ
りつつ飛び込んだら、実はギャグでした（笑）もちろん、水深１mほどのプールの
ような場所で、安全には問題ありません。「飛び込む必要ないですやん！」と、全
身びしょ濡れになって笑いながら会話したものです。どうやら、暑くて汗だくに
なっていた様子を見て、熱中症予防も兼ね、クールダウンさせるための冗談で
した。とは言っても、飛び込むときは仕事だと思っていたので、真剣でしたよ！

社長からの「いつ来れる？」で
「即」採用……！？
当社に転職したのは30代半ばです。年齢を重ねてきた分、「社長」という役職の方
にも何人もお会いしてきました。しかし、これだけ「ナチュラルなカリスマ性」を兼ね
備えた方にお会いしたことはありません。とにかく自然体で、高圧的な感じがなく、
素早い判断力に長けた方です。そのような社長から、面接のときに言われた驚き
の一言が、「来てくれたらいいから、いつ来れる？」でした。一般的には、「明日連絡
します」や「追って通知します」というように検討期間が設けられるものでしょう。そ
の「普通でない」ところに笑ってしまいましたし、感動もしました（笑）息子も含め、家
族全員が喜んでくれて、とても嬉しかったことを覚えています。

今回巻頭インタビューに登場いただいた川路さん。たくさんの
面白エピソードがある印象ですが、これは「類友」効果と呼ぶ
べきでしょうか？個性豊かな方々を惹き寄せる魅力的な川路
さんを、過去の出来事からさらに深堀ってまいりましょう！



誰もが一つは持っているであろうコダワリ！園田さんは

「施工前の準備を万全にして、現場での整理整頓を大切

にしている」と話します。皆が無駄なく動くために工夫し

ていることについても、お話を伺いました。

施 工 時 の

コダワリ

工事部 園田 輝文さん

その  だ     てる ふみ

これが私の！ 仕事に取り組むうえでの心掛け

いくら現場が完了しても、誰かがけがをして
しまったら元も子もありません。現場であり
がちなのは、リフトの作業中に起きるミス。
玉掛け作業に慣れていない人だと、リフトの
爪に荷物を掛けたあともなかなか手を離さ
ず、指を挟んでしまうことがあるのです。今
ではリフトを一旦止め、作業者が手を離した
ことを確認してから引き上げるようにしてい
ます。

事故ゼロ、けがゼロ

睡眠を取ることと、アルコールを控えること。こ
の２つが大事です。特に夏場は、最低でも６時
間～６時間半は寝て体力を回復させています。
アルコールは日によりますが、ビール１缶と焼酎
１～２杯ほどでしょうか。仕事に支障のない範
囲で楽しんでいます！

体調管理も抜かりなく
仕事では様々な道具や資材を使います。小さな道具を一つでも
忘れてしまうと、誰かがホームセンターに買いに行かなくてはな
らず、時間の無駄になることも。準備を万全にするのは基本の中
の基本ですが、一番大切なことです。

1 施工前の準備は万全に

現場が終わったときはもちろんですが、作業が終わるごとに現場
を片付けています。お客様が現場を見たときに物があふれてい
る状態では、雑な仕事をしていると思われてしまうでしょう。バケ
ツにつまずいて池に落ちたり、道具を落としてけがをしたりする
恐れもあります。置きっぱなしの道具は片付け、カラーコーンを
まっすぐに置き直すなど、作業中に少しでも手が空いたらサッと
片付けることも意識しています。きれいに整理整頓ができれば、
おのずと仕事もできるようになるのではないでしょうか。

2 現場は常にきれいに

自分の作業内容を確認するのは朝礼のとき。いつも５～６人体
制で仕事を進めるため、それぞれが無駄なく動けるよう、チーム
で工夫しています。

3 無駄のない動きで効率的に

指導時のコダワリ

当社にはベトナム人実習生も多いので、担当者が身ぶり
手振りを加えながら説明することも少なくありません。飲
み込みが早い人、同じミスを何度も繰り返してしまう人な
ど様々いますが、その人の性格に合わせて教えることが
大切です。指導のポイントは、怒るより褒めること。もち
ろん、けがにつながるミスをしたときは厳しい言葉で伝
えますが、改善できたらたくさん褒めるようにしていま
す。

プチ情報

コダワリ
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